
Title 現代朝鮮語における接頭辞들이について

Author(s) 門脇, 誠一

Citation 北海道大学文学研究科紀要, 104, 125-149

Issue Date 2001-06-20

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/33995

Type departmental bulletin paper

File Information 104_PL125-149.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北大文学研究科紀要 104 (2001) 

現代朝鮮語における接頭辞号外について

門脇誠一

はじめに

本稿は、現代毅鮮語の接頭辞に関する研究の一環として、門脇(1997，1998，

1999)で行った寸，斗司，ヌ1の分析に引き続き、接頭辞昔。1に関する分析を行
うものである。今居扱う接頭辞号。lは、接頭辞叫と意味的に対立するもので
あり、後者が「出す」という意味の自立語に蹴源を持つ語であるのに対して、

前者泣 f入るJという意味の自立諮に起源を持つものと考えられているもの

である。

ここで扱う接頭辞吾0]は、「外から中にJrやたらに、むちゃくちゃに、しき
りにJf急に、突然Jという「方向j と f強調j の意味を語基の意味に付加す

るという性質を持つものである。

本稿で扱う接頭辞吾01について、もう少しはっきりと全体像が見えるよう
に説明を加えれば次の通りである。

朝鮮諮の号外斗は他動謂で、日本語の「入れる;(資金・労力を)投入する;

(誠意を)尽くす」などにほぼ対応するが、「興味を持つ;寝つかせる;染める;

(動物などを)慣らす」といった意味でも使われる。

接頭辞吾。}はまた、号外対ヰ~萱斗オヰ，音。]i斗斗~萱ojJl干斗，堂。1斗I]..!トヰ~
吾ι司社I]..!子斗，号。]t:者ヰ~吾ojt:時4，号。1ロトペヰ~吾斗ロトλ}斗，号。191斗~吾ι991
ヰのようにいくつかの語においては号外ヰの連用形である苦吟と交替して現

れることもある。そして、この2つの形には意味の違いがあるものもある。 1

1 インブォーマントによると号。1吟ペ斗と号外斗λ.]t:十、景。]91t:j-と号aj91t:j-，号。]>斗斗とを

ベ斗ヰについては意味の違いは感じられないと言うが、をO]t:刊斗と号外E詩吟については、

前者には「水を引く;金を投資するj という意味があるが後者にはないという。また、を
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そして、また接頭詞昔。Hまヰキヰ，キペヰ，号ヌ}斗，エオ受斗などの諸におい
ては吾与キヰ，苦学λ1ヰ，苦号ヌlヰ，号エ司受ヰのように縮約形号となって現れ
ることもある。

また、他方では、号外吾01ヰ「追い込むj号外堂。lヰ「引き入れる;引き
つけるj などのように複合動詞の後項動詞としても使用される。さらに、こ

れらには、号。1斗と意味の上で類似している噌ヰ f入れるJという動詞を後
項動調として形成される複合動詞号外噂ヰ，苦C>J噌斗という形もあるという

合になかなか複雑である。

これらの現象は接頭辞寸，叫司においても同様に見られたものであるが、そ

れらに関する全体的な考察は今回の苦01に関する分析が終了した段階で改め
て行うことにしたい。

今匝の調査に関しては、韓罷で出版された WJf..を号外司λト~ (標準国語大

辞典)~ 1998から関連する語を異なり語数として76選びだした。ただ、中には

堂。1金ヰ，号。Hた斗，号。1~雪ヰなどインフォーマントが使用しないという語が

入っているのでそれは除いてある。ただ、インフォーマントが使用しないと言

う語の中でも、号外音斗のようにKAISTの検索で現れたものは入れてある。 2

なお、今回協力を得たのは、北海道大学大学院文学研究科言語学専攻 金

檀泊氏(全羅道出身1969生)である。

本論を書くに当たって使用した辞書は次の通りである。

f三Ê.;:!昔λト司』 (ゑ) 1962 (朝鮮民主主義共和国)

f毅鮮語大辞典J (報大) 1986 (日本)

r朝呂調典』 (朝中) 1993 (中国)

『号外 Eドト~~ (qJ) 1993 (韓国)

f朝鮮語辞典』 (朝) 1993 (呂本)

f主主を号。i"C有λト祖』 (主主主き) 1998 (韓国)

01刈l乎ー斗と号外l<JH-"C十については、論者には後者にない r(ある地佼や位重量に)っかせるj

という意味を有している。また、登01対斗と号oj対斗においては、前者にはちえを金量。1ヨオ

ヰ「骨折り損をする」という表現が可能だが、後者にはないと震う。

2 KAISTというのは、事章E震語用例検索でWebページ KAISTConcordance Program (以下

KAIST) URL (http://csfive.kaist.ac.kr/k叩/)のことである。
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現代朝鮮語における接頭辞号。lについて

1 .本論

以下に、現代朝鮮語における接頭辞号。lについて分析していくことにするが、
必要に応じて接頭辞吾0]と類似の振る舞いをする昔。1斗の連用形吾吋との関係、
それに吾0]ヰが後項動詞として現れる複合動詞とも関連づけて考察すること

にしたい。以下、接頭辞吾0]が動詞語基に前接する形を壱0]形，吾吋が動詞

語基に前接する形を号斗形と呼ぶことにする。

1. 1接頭辞曇01に関する先行研究

管見によれば、これまで接頭辞号。1だけを扱った論文誌ないようである。
何らかの形で接頭辞吾0]に触れている論文で筆者が自にしたのは金銭壊 (1973)

7，J78 ~ (1995) 7，J~]そ(1996) の 3 っと、後は辞書の記述だけである。

A.金鍾墳(1973)では、埜号室:f3ヰ(ハングル学会)編の「ぞλト祖j に載っ

ている接頭辞の中から世話と方言を取り繕いたものが表にしてあげである。

そこには吾0]の形は見えず、吾の形だけがあがっている。そして、語源とし

て野(昔)，号。L吾曾斗の3つをあげ、語義として、 f野生・入口・機盛・極
甚」の4つをあげ、基語の品調別分類、つまり後項要素となる語基として「体

・用言j の 2 つをあげ、最後に接頭辞用例として苦7J~ (穣胡麻)，吾寸時(初

めの部分)，音寺年斗(いじめる)，苦手キヰ(壊す)の4つをあげている。

金氏は上の辞書の記述を批判して、「苦の注釈を吾首ヰの意味だけで解釈して

いるが、これは「苦(野)、号斗(挙)，吾0-]7トヰ(入口)，吾首ヰ(やたらに、

しきりに)その他純粋の接頭辞として注釈すべきだJと述べている。 3

ここで、接頭辞として扱っている号は本論で扱っているものとは一部重複

してはいるが、詞じものではない。吾の語源としてあげられている吾(野)， 

吾01，吾唱ヰの3つのうち、最初の吾(野)は体言だけに付くものであり、本

論で扱っているものとは全く関係のないものである。後の2つのうち、号。1
は部詞音唱ヰの縮約形であって、動詞号。lヰとは直接関係のないものである。
勿論、本論で扱う接頭辞堂。lは副詞である号43斗の縮約形昔。lと意味の上で
関連性があるのだが、その点に関するこれまでの議論が明瞭でなかったため

3 金鍾墳(1973)w濁語学資料〔論文集〕第二箱 形態論所収~ p370 
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いろいろな混乱が起きていると思われる。このことに関しては後述すること

にする。

B. ~ 78 ~ (1995)では、接頭辞のーっとして号。1をあげ、号。1の付く派生
諮を25錨あげている。その中には堂。1司斗，量。1全斗という語が入っているが、
インフォーマントが使用しないということと、 KAISTの用例にもあがっていな

い語なので本稿からは除いてある。あとの23悟はすべて調査の対象に入って

いるものである。そこでは、さらに、接頭辞号との関連についても言及してい

る。それによると、景は「やたらに、ひどく」という意味を表すが、号外はそ

れに加えて「急に、突然Jという意味まで持っている、としている。 4 しかし、

それ以上の記述はない。

C. ~;ヰlそ(1996) には、接頭辞として扱うには問題があるものの一つに音

。lをあげ、次のように説明している。 5
「吾01は動詞吾ヰから派生した吾01ヰの語幹である。それ故、これを接頭辞と
して扱うことはできないのである。吾0]-唱ヰ，号0]-41ヰは非統詩的合成語
として扱わなければならない。面目謂吾守j斗，吾01rむやみに、ひどく、力強くJ
の用法とは異なるものと扱わなければならない。表記上でも号と警かなけれ

ばならない理由はない。動調苦0]ヰの語幹苦0]と異なる副認は三三唱ヰ，三時と

表記し、お主主いに区別をつける必要がある。 j

ちなみに、1-Jlについても、 26ページに次のような説明がある。「斗は辞書の

解釈通り“外へ送り出す動作を表す語"例えば1-Jl7トヰ1.奇惹斗.1-Jl誉ヰなどの

斗は接頭辞と扱うことはできない。しかし、寸法斗「急に力強く走り出すJ

l時半司斗「カいっぱい描く j斗噌斗「①外へ力強く伸びる②終始一貫行う」

などの叫は接頭辞として扱われるj としている。

D.辞書の記述

それでは、辞書の記述はどうなっているだろうか。それを見ることにしよう。

4 7J;吉会(1995)p44 

5 7J持l吾(1996)P44 
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現代朝鮮語における接頭苦手督。lについて

f三乏骨堂λト王宮~ (三笠)W朝鮮語大辞典~(朝大)W号外叫λト設H司)

『朝日詞典~(朝中)W朝鮮語辞典~(朝)W去を号<>1寸λト祖H豆吾)

下の表は、よの5冊の辞書において、号外がどのように扱われているかを整

理したものである。

ミ乏 朝大 t:Jl 朝中 朝 豆を

副詞 面目詞 副詞 副詞 副詞 副詞.......... 
強調
.姐................... ....・・・・・・ a・..・・・.....

接頭辞 接頭辞 接頭辞 接頭辞 接頭辞
方向 方向 強調 方向 強調
-強調 -強調

この中で『戟大』だけが割調の扱いをしており、接頭辞の表示がない。

吾01の項には吾首ヰの省略とあり、若宮斗の項には r(継続的に)むやみに、
やたらにj とある。つまり、号。lには f強調Jの意味だけしか認めていない
ことになる。

一方、見出し語にあげられている号外の付いた形を見ると、すべてハイフ

ンが付けられている。ハイフンの表示は、「見出し語が合成語・接頭辞・接毘辞・

語尾である場合その接続個所を示すj とあり、しかも、問題の号。Hま自立性

のない形式であるから、おそらく接頭辞と見ているのだと思われる。そして、

号。1の付いた語、例えば号外全斗の項を見ると、 「①外から中のほうへ射る
②継続して激しく射る」とあり、「方向」と f強調j の両方の意味があげられ

ているのである。

「強調Jの意味を持つ副詞吾唱斗の縮約形である号01と接頭辞と扱っている
と思われる号外の持つ「強調Jの意味と泣いかなる関係にあるのかが問題に

なるが、これについては後述する。

他の辞書は磁調と接頭辞商用の扱いをしているが、『斗』では接頭辞に「強調J

の意味がなく、 f朝中~W1Eを』では、接頭辞に f方向」の意味がない。

ちなみに， W1Eそ』で、 l時，1-Jl司に対してどのように記述しているかを見ると、

叫に対しては不j思議なことに何の記述もない。 1司elに対しては、副詞として
扱い、その語義の中に「方向jと f強調jの意味を入れている。
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1. 2 

接頭辞堂。}について分析するに当たり、主に次の点に在日しつつ考察する

ことにする。

1.号外形は「方向日強調Jという 2つのパラメータによってどのように分

類されるか。

2.対話として寸形を有しているかどうか。

2.量o1形の意味

号外の形に接頭辞の用法を認める辞書に培、号。1に対して、後続する語基
に fやたらに、ひどくJr突然、いきなり」といった「強調Jの意味、「外から
中にJといった「方向j の意味の両方を認めているものが多い。

今、堂。1形を意味の上から分類するに際して、「方向」と f強調Jという 2
つのパラメータに、対話として斗形が存在するかどうかという特徴を加えて

分類すると次のようになる。

2. 1対語としてLH形が存在するもの

A.方向十強調十
1.他動詞

号。1晋斗号。11iスl斗昔。1号斗昔。l喧ヰ号。1巷ヰ
2. 自動詞

差。lヌ1ヰ2

ここに属する動詞は対話として叫形を有するので、内外の「方向」の対比

を比較的暁擦に表していると思われる。

ただ、苦01-.:三斗と形の上で対立している寸屯ヰは「押し出すj という意味
の他に「麗し出す;姿を表すj という意味でも使用され、さらには、「突き出るj

といった自動詞の意味でも使用され、意味の特殊化を起こしている。また、

ちなみに、それぞれの動詞が有している語義との関係を見てみると以下の通

りである。
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現代朝鮮語における接頭辞量。!について

号。1晋斗:晋ヰの有する語義のうち、「引きずる、引っ張る;(人)を誘う、
引き入れる」という意味と結びついている。

現す会号。l晋o:ĵì ロト平外1 喜~o] 噌或斗机を引っ張ったので床に傷がつ

いたJ(蕊を)

今司i号スト7]若手主主音。1苦斗 1]与を自分のほうへ引っ張るJ(豆そ)

号。1苦ヰ:苦斗の有する語義のうち、「追いやる;運転する」という意味と

結びついている。

主キァト 1ぜユミラスト号ヌト吾 λ]1..時三号J三豆吾首トォ1号外苦味斗頭にきた彼は自動
車を街のほうへ急いで走らせたJ(豆を)

。トオ杭1主?ご色豊9J常在三と豆号。1曇~4. 1叔父さんは牛を牛小康へ追い立て

たJ(主主を)

音。l屯斗:屯斗の有する語義のうち、「押しゃる;押しつける」という意味

と結びついている。

設塾長上斗王寺七 λトす号。1吟吾金量0]ロ1ミラ斗普叶11'-il o:j喧可主張ヰ地下鉄

に乗ろうとする人たちが私の体を押し込んだ拍子に転びそうになったJ(豆を)

ユミラ 0]喜 λ?号号。トl寄せ斗吾0]唱法斗彼は離婚の書類を妻に押しつけ
たJ(豆そ)

次の f金品を浪費する;つぎ込むJという意味は堂。1が付いたために新た
に獲得したものと考えられる。

三乙吾斗1]，在神せ金号。1唱ヰ「賭f専に全財産をつぎ込むJ(lEそ)

音。l零ヰ:誉ヰの有する語義のうち、「物を積む;建物などを築く j という
意味と結びついている。
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λトす号。1全対1]7]差益7ト刊号。lそ言。ト督。トス1夫Hき繋ヰ人々がゴミを道端
に積んでおいているので汚らしかったJ(豆否)

B. I方向J十f強調J-

1.他動詞

号。liすき1斗号。]~去斗号外泊1キヰ吾0]叶主1ヰl 号。lλ~]乎ーヰ萱o]~斗

2. 自動調

号外音斗号。]101]ぇ1斗2

1.他動詞

音き}斗はす斗の他動詞であるが、号。lす司斗の形はほとんど使われないという。
それでも叫苦言lヰと吾0]すき}斗が同ーの文に現れれば意味は理解できるという。

ちなみに、それぞれの動鵠が有している語義との関係を見てみると以下の

通りである。

号。1芳斗:芳斗の有する語義のうち、 f線を引く;患を吸いながら声を出すJ

という意味と結びついている。

雪合せ寄~~吾0] ニヱ öi斗線を内側に向かつて引きなさいJ (朝)

“~ <=4-"号。1去七三七司斗菅列11 Iウワッという息を吸いながら出す声とともにJ

(KAIST) 

。1 そろ λ1司叶1 社外1λ? 格ユ寸ミラ苛吾会堂玉工夫トァト会。トヨ哲三~7]曇 7ト令今芸2

0] 号。1ユ~ヰ明け方眠りから覚めた彼女は窓を開け朝の空気を胸いっぱい

に吸い込んだj(主主を)

号。1101]キヰ:1011キヰの有する語義のうちJ照らす;映す;ほのめかすJと
いう意味と結びついている。

号外吋ヌlヰ1:他動詞叶え1ヰの有する語義のうち、「姿を見せる」と言う意味
と結びついている。
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現代朝鮮語における接頭辞号。iについて

号。lぺ1♀ヰ :λ~1..!トヰの有する語義のうち、「立てるj という意味と結びつい

ており、さらに、 f(ある地位や位置に)っかせる;迎えるJという意味を新し

く獲得した。

」トせ全電ヰをせ吋}号。1λ~1蛍ヰ傘を玄関の中に立てたJ (朝)

三u]-苦守スト豆号。1ぺ1最ヰ甥を養子に迎え入れたJ(戟)
苦言首会叶叫oト」子普与をスト司斗1 号。1λ~1♀J張ヰ兄は一番下の弟を部長につか

せたJ(.Rを)

しかし、次のような例法、内外という「方向Jではなく、相手または、あ

る対象に向かつてという意味を表すものである。

三工7s登ヰ唱2己主号ユラ号外lλ1~ヰ7ト 01~寺三工昔告ス1菩を豆昔。1ぺ1最斗峠

をすっかり越えるまでそこに立っていて、やがて馬を近道へと寄せたj

(KAIST) 

官♀{叶1λ?苦全音せ古千三工昔合霊遣会召司社λト7}7Jいl号。1Ai1..!子寸苦ロlt::j
きト斗誓荷唱。1オ斗斗設ヰ馬の上で体をゆすって馬を横歩きさせ監査の近
くに寄せて立て頭一つほど遅れて後に縫ったJ(KAIST)

号。141ヰ:付斗の有する語義のうち、「呼吸する」という意味と結びついて
いる。

合会;Qo1号。141j工t.Jl41七企司7ト苦言iヰ息を深く吸ったり吐いたりす
る音が聞こえたJ(KAIST)

2. 自動詞

号。1音斗:昔ヰの有する語義のうち、 f曲がるjという意味と結びついている。

」ト司斗斗今す吋l“巷01号。1すス11.有王子斗斗ミラ堂。1涼ヰわが国の諺
に、腕は内側に曲がるもので外側に曲がろうか。(ことを自分に有利なように

処理するのは人情の常である)(KAISち
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ちなみに、(j王争)に号外音斗という語が載っており、次のような文があが

っているが、ほとんど使われていないようである。

正予判吋l 会7ト吟。l 吾 0]音。ト吾川号舎牛7ト~ヰ寒さで指がかじかんで

(内倶Ijに曲がって〉字が書けない。 j

号。]<1]ヌ1ヰ2:自動詞<1]ヌlヰの有する語義のうち、「照る;透けて見えるJと
いう意味と結びついている。

営企01=討会堂。1善計量。]<1]ヌ1ミラ司1]r十五夜の明るい月の光が差し込んで
いるがJ(KAIST)

C.方向一強調十

1.他動詞

吾0]吾7]斗号。1奏斗吾o]t:井斗号外叶ヰ苦。lを斗吾0]1子牛ヰ
苦0]ス1豆ヰ号。1双l主主ヰ吾。1噌斗号。l斗斗1告。1ヌl斗1号外刈ヰ
量。]:iiI畏斗1

2.自動詞

吾0]せヰ号外吟計ヰ号。lヌトヰ2吾0]エオ妾ヰ2

このグループに属する語には、「殺る;ぶつかる壊す;蹴飛ばす」といっ

た「打撃動詞」が多いのが特徴である。

ちなみに、それぞれの動認が有している語義との関係を見てみると以下の

通りである。

1.他動詞

号。lを7]斗:若乃ヰの有する語義のうち、「段る;小便をする;書くj と言
う意味と結びつく。「小便をするj という意味では萱7]斗という語があるが、

しばしばこれと混同されて使用される。
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号外美斗:奏斗の有する語義のうち、「刺す;投げ飛ばす;(サッカー・バス

ケットなどで)シュートを決めるj という意味と結びつくが、「飛行機が機首

を下げる」という意味でも便用され、号外が付いたため新しい意味を獲得し

たものと考えられる。

号。]1:井斗:司斗の有する語義のうち、「当てる、触れる;話す;(田畑に)水

を引くj という意味と結びついている。

<>]王ニ昔す詞を3司王自斗1ヰ喝な2え7ト吾<>]..2十ユ2P号外11巷金吾01qjJ1..誉会l，1fl
景ヰある夜チェージュンの家に覆面強盗が入り彼の首にナイフを突きつけ

て眠りを覚ましたJ(KAIST)

告玉害金量。]qj.:;工そこ主司吾ヌ~o]: 苦 λトす誉会「不満を並べ立てて大声を出さ

なければならない人々はJ(KAIST)

号。l斗斗:叶斗の有する語義のうち、「打ち込む、はめ込む、突っ込む;縫うJ
と言う意味と結びついている。

スト号斗乃若守会号。1斗。トす苛0] 平t:ì~斗自動車が塀に突っ込んで塀が

倒れたJ(豆吾)

オ1吐会叫司J主唱ヌ~l.ヰミを 7ト金司1 斗L十斗霊平三{曇ロ1 司 j乏号。l 吟J1..昔2k斗.

f階段を下りる途中の女の子の中の一人の横援に頭から突っ込んでしまったj

(KAIS甘

号。1苦斗:普ヰの有する語義のうち、「ぶつけるJと苦う意味と結びつく。

せを普ヰァト叶司吾 7]号叶l号。l培法ヰよそ見をして頭を柱にぶつけた」
(忍を)

噌7]7トせ号今時善号。1営三工卒斗斗うまじ十ヘリコプターが山頂にぶつかっ
て墜落したJ(まを)
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号。jJ子キヰ:手キヰには「壊す;砕くj という意味があるが、そのいずれ

とも結びついている。

号。lス.]..!三ヰ:ス.l.:!三斗の有する語義のうち、「突く;蹴る声を張り上げるj

という意味と結びついている。また、「むさぼり食うJという意味は新たに獲

得した意味である。

号号。1.5三五号..917ト合会号外型議ヰ棒で泥棒の胸を強く突いたJ(朝)

ユ宅建材平常舎を。1ス].:!三ス1叫'4.iそんなに大声を張り上げるなJ(主主否)

古ト主子守望号受忍去を。1 ス.]~斗祖返干す~畏叫ス.]. i一日中間食をがつがつ

食べているから本来食べるべきご飯は食べられないよJ(まを)

曇0]荷主主ヰ:双:].:!三斗の有する語義のうち、「刺す;攻めるJという意味と結

びついている。

社主λトァト。い1若手λト7].:!乏号。p量èÌ λ~ 0いト7ト信念千株会~ヰ看護婦が子

供を投射器で刺したので子供がひどく泣いたJ(豆号)

4与を場。1・託金吾0]電司λ?を0]叫苦ロキ苦言トヰ艇が目をひどく刺すので自

がちくちくするJ(豆そ)

号外苦言斗零ヰの有する語義のうち、「ぶつける;尻餅をつく」という意味

と結びついている。

ユ1ヰミラ 0]ロト曇耳寄付l 昔。1零~]:守号号禁斗彼女は額を援にひどくぶつけて

働突したJ(主主ぞ)

号。}ヌトヰ1:他動詞斗ヰの有する語義のうち、「轍飛ばす;苦打ちをするJと

いう意味と結びついている。
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すλ除去与を昔豆ユ.9.J霊平司曇号。1芳ヰ上司が箪靴で彼の横腹を蹴飛ば
したJ(豆ぞ)

λト司会吾屯平λトァト古寺普号外ヌトミ工1-JIヌト71ミラ斗うまJ三斗事情を開いていた
府使が舌打ちを何度かしたがJ(KAIST) 6 

号外科ヰ1:他動詞のえ1ヰの有する語義のうち、「殴る、たたく;攻撃する、
攻めるj という意味と結びついている。

。ト~01 司会吾015守 λ? さすとJ号オ王子~ヰミL 吐ヰ我が軍が赦を攻撃し大

きな勝利をおさめたというJ(j王寺)

号。1司ヰ:玉講じ干の有する語義のうち、「殴る、たたく」という意味と結びつ
いている。

ユミラ手吋ごと豆'f文}ミラl:Jl立件。1吾告号。1或斗彼は拳で手当たり次第に子
供遣を殻ったJ(草委)

号。1エオ受41:他動詞の王寺畏斗には「水などを浴びせる;悪口を浴びせるj
という意味があるが、そのいずれとも結びついている。

ユミラ今01λ]毛司盈ujJ7Jトス}斗告音。l~ .l子~ヰ彼は心がすっきりするま

で悪口を浴びせかけたJ(豆ぞ)

2. 自動詞

吾01設ヰ:昔斗の有する語義のうち、「走るJと言う意味と結びついている。

号外叶き1ヰ:吟ぢ1斗の有する語義のうち、「打ち込まれる;引きこもる;縫
われるJという意味と結びついている。

6 このように号。1と叫とを対にした表現がしばしば見られる。 2人の人間が段り合う場合t.Jl

ミf~t:千差。1 ミf~斗などの表現が可能であるが、一人でeあってもこのように繰り返し動作が

行われる符に使用されるようである。
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祖号。1 堂埼玉2之4 t司せ若手~~号。1 吟吉~ ~ <>1号λト吾斗ぺ吉~ol=せヰ鉄

筋が設計国よりも内側に打ち込まれており工事をもう一度しなければならない。 j

(豆を)

益。ト司3乏雪司λ~ ~ÞIト"'4-叶1 号。1斗電ヌト「道の下に転がって問題にはまりこ

んだ車J(廷を)

号外ヌトヰ2:自動詞ヌトヰの有する語義のうち、「満ちるj と言う意味と結びつ

いている。

社万?唱叫す斗1号。l斗ミラ斗吾宅建せ「一度に部屋に充満する夏の段差しJ
(KAIST) 

号。11オ受斗2:自動詞の王寺受斗は「激しく降り注ぐj という意味であるが、
この意味と結びついている。

社スト71を01号。1:1ヰヰ<>1ii1..号外ロトTl1!9~斗急に雪が激しく務りだし交通
が麻癒したJ(j王寺)

D.方向一強調-

1.他動詞

なし

2. 自動詞

号。1吾斗

吾01苦斗:吾斗の有する語義のうち、 f(吹き出物などが)吹き出る;(芽など
が)出るj という意味と結びついている。

ユt;J21常者吋11oi~三菩01 号。l吾2f斗彼女の顔にニキビが出たJ(豆を)

サロト謹01<>1 î苦号。17干すせ吋71ヌi71外}号。l吾2fヰ梅隠の季節なのでカ
ピが部屋のあちこちに生えたJ(豆ぞ)
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2. 2対話としてLH形が存在しないもの

A.方舟+強調+

1.他動詞

号。1ロトペヰ号外受斗号外せ斗号。1オヰ号外斗ヰ

2. 自動詞

音。l主}斗1

ここに属する動詞は、タネから中へという一方向を表す動調であるため、対

話として叫形は存在しない。

1.他動詞

堂。1ロトペヰ:斗λ1斗は「飲む;吸うJという意味を有する語であるが、そ
のいずれとも結びついている。

等社会合 ~èj 社量。}ロトλl七護主y せ誉会堂。1 妓Lキミさ司11. r強い揮を伺
杯も飲んでいるのを見ると、良くないことでもあるらしいがJ(草委)

O-J常唱唱ス1曇 E言。}号。1ロトペ吟117ト斗叫忍斗汚染された挨をたくさん吸
って肺が悪くなったJ(玄ぞ)

吾01畏斗:畏斗の有する語義のうち、「注ぐ;支払う;種を撒く」
受ヰには、同音異義語として、「腫れる;(怒って)ふくれる」という意味も

あるが、この意味とは結びつかない。

昔。l埜斗:埜斗の有する語義のうち、「吸う;なめる、しゃぶる」という意
味と結びついている。

。ト7Hラlls7トミ工受ミラスl憂会号外埜2f斗赤ん坊はお腹が空いたのかおっぱ
いを勢いよく吸ったJ(玄そ)
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守ゴ之主ラ λn~三玉ヰ卒J 苦言司吾 λ~GJ Jti号。lせま~t:十ヨンホは新たに火を付け

てくわえたたばこを3、4匝勢いよく吸ったJ(KAIST)

号。1対ヰ:対ヰの有する語義のうち、 r(語や水などを)あおるj という意味
と結びついている。

..2..1lII性司I]~之吟1]0]王子社会吐合吋}吾0] オミ工 7ト合金王子三或ヰ見はレモネ

ードを2杯一息にぐっと飲んで胸を叩いたJ(KAIST)

三王唱嘆 B]吐斗スト吋!号告 7]1::社'&0ト合会ヨオ}号。1オミき斗クリーム色の
絹の椅子へ背を寄りかけて大きく息を吸い込んでみるJ(KAIST)

号0]斗斗:玉ヰヰの有する語義のうち、 f掘る;掘り下げる、究明する;集中

する」という意味と結びついている。

工十2えを 7トス}号号。l斗ス1 妾司斗吐~常告書fス1 畏吐 11~ ロト社ァトス，] 'ù吟I]~え

「私も一つのことに集中できず、自分だけのものを捜し出せない点は河じであ

るがJ(KAIST) 

2.自動詞

自動詞吾外科斗2は r(雨・風・雪などが激しく中に)吹き込むJと言う意
味の動詞であるが、形の上で対立している1詩文l斗には自動詞の用法はない。

B]7ト号。lヌ1ス1曾主主ヰ吾告す斗斗南が中に吹き込まないようにドアを関
めろJ(毅)

B.方向十強調-

1.他動詞

なし

2.自動詞

なし
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C.方向一強調+

1.他動詞

現代朝鮮語における接頭苦李登01について

号。1汐l斗1量。l汐1乎ーヰ吾o]草刈ヰ1号外ギλl斗1号。l等主.].斗

2.自動詞

号。1オヰ2量。]'-'t文1ヰ号。1瑳文1ヰ2吾o]争λ1斗2

1.他動詞

号o1オヰは自他両用の動詞であるが、他動詞としてを。1万1乎ヰという形も
あり、意味用法に差異はない。また、音。l争λl斗には他動詞としては、「そそ
のかす;(何かを探すため)ヲ!っかき留すJという意味があり、自動詞としては、

fずきずき嬬むj という意味がある。

号。}汐1ヰ1: 771ヰの有する語義のうち、「挟む;はめ込む」という意味と結び

ついている。

斗λト妾金量。l汐}ス1官三工菩金苦味肴斗ネジ釘をはめ込まないで溝をう
まく合わせなさいJ(豆ぞ)

をò]万]~乎斗:上と河様「挟む;はめ込む」という意味と結びついている。

号λ)lJo]号。l曇唱。1453号外1吾o]汐l穀寸斗をo]吐き1ス]~よ2fヰ弟が紙を折

ってドアの擦問に悲し込んだらドアが鴎まらなかったJ(玄ぞ)

号。]1蓋ヌ1ヰ1:他動詞噂ぇ1斗には f覆う;襲いかかる;突然踏み込む」とい
う意味があり、これらの意味と結びついている。

苦言λト号。l唱究1.9.1~!8.持曇号。1 珪按三と斗唱'Ù~ ò1叶王手を司~ヰ刑事

違が犯人の隠れ家に突然踏み込んだが、犯人はすでに逃走した後だ、ったJ(認を)

アHfl.立十三7ト司せ金量。1瑳持司せ吋}挙。ト誉会音社苦会堂苦き1舎oJ7ト叶
設ヰ荒波が海岸に襲いかかり海岸に積んでおいたものをきれいに掃き去っ

てしまったJ(蕊を)
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号。l苧λ1斗1:他動詞苧λlヰには「そそのかす;探そうとして引っかき回す;
ほじくるj という意味があるが、これらの意味と結びついている。

号。1キペ外合会長蛍ヰそそのかして喧嘩をさせたJ(朝)

当ニ斗主ラ λト祖電士苛耳需を吋IHさすせ金量。1今主張ス1せ巷号事tスl美捜斗姉は
写真一枚のために部屋中を引っかき匝したが結局見つからなかったJ(豆そ)

キき聖子唱。1叶司λf叶斗71主堂。1守主張ヰ下水管が詰まったので棒で突っ
つき回したJ(朝)

号。l等夫1斗:尋ヌlヰの有する語義のうち、「ぶん殴る;やりこめるJという
意味と結びついている。

O-J λ~ 7トペョォ1型合主両 7トス.1.:i!..~lHテ苦金吾01尋脅 λ1ヰ u手く行って力を

ためて呂本の奴らをやっつけましょうJ(KAIST)

2.自動詞

音。l~ぇ1ヰという動詞は萱01が付くことによって「方向Jr強調」以外の文
法的な特徴が付与されるという点で興味深いものである。

モ干ヌl斗は「近寄る、切迫するj という意味を表す動詞であるが、主語とし
ては有情物をとることができない。しかし、苦01~ヌl斗となると「強識j 以

外に有情物を主語として取ることができるし、しかも、意味の上でも、単に「接

近する」というだけでなく「複数の人間がその現場に入り込んで、そこにい

る人捕に危害を加えるj ことまでも含んで使われることがある。用例は以下

の号。1叶対ヰの項にある。

吾。l汐1斗2a:号外汐1斗1の自動詞形で「間に挟まるj という意味と結びつい
ている。

ユ吾~昔合唱を司司ごと王寺.:ï!.. 71ヰ吐を吋}スH畦司号。1汐1~ヰ彼らはご飯を

速く食べようとして長い列にすばやく入り込んだJ(まを)
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量0]汐1斗2b: r (霧・雲・燦などが)立ちこめる」という意味の語で、この意
味と結びついている。

せ7>>7ト号外万]cヰヨ三世2三号令~ヰ霧が立ちこめて一寸先も見えないj

(豆壱)

号。1吟ヌ1斗

λ}社。1斗設ミラ司1] 01電倍。]1.キ?r時間が切迫しているのにどうするつもり
かJ(朝)

守宅[0]~乙菩号外1 吾o]-.;:f議会司七五王子玉す社斗会。]~ヰ警察が賭博場

にやってきた時はみんな逃げた後だ、ったJ(主主を)

ス.]BJ-喧寸スト斗~会合ヰ斗7].5三斗五社巷合号外斗ヌ.]7]~三吉トs1ヰ地方権

勢者の家を襲撃したり官庁の中に入り込んで危害を加えたりしたJ(KAIST)

号。l要文l斗2:自動詞の護対斗には、「一度に押し寄せるj という意味がある
が、この意味と結びついている。

ミ去を外1 基金0] 吾o]~夫1ヰ不運の上に不運が押し寄せるJ(KAISち

音。]dfλ1ヰ2:自動謁キペヰには「ずきずき痛む」という意味があるが、こ

の意味と結びついている。

生~~ 0]7トキ~ヰ虫歯がひどくうずく J (朝)

D.方向一強調-

1.他動詞

号外受キヰ

2. 自動鰐

号外すヰ
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1.他動調

堂。1すキヰ:安正予斗の有する語義のうち、「合わせる;(離れたものを)くっ

つけるJという意味と結びついている。

サストミま会妥当斗l旦号。1塁。1うた安主主号」主主想主主せ号0-]号外安寺井唱
λ.s. i籍のようなものの四隅を互い違いに向き合うように凹凸の形に作りくっ
つけた形J(KAIST)

ヰ司~1!呼号号。1すそ斗折れた骨をくっつけるJ(KAIST)

2.自動詞

号外す斗:すヰの有する語義のうち、「到着するJという意味と結びついて

いる。

主干母音告 E司会吋ごと7ト今今主{.Ji!..斗吾ol~言法ヰ学生達を乗せたパスが

続々と学校へ到着したJ(玄を)

せ主主主ラスト号ヌト7トせ暗号ol~'U'j工誉会毛主持苦E持。1 ス持制λ? 千

三三三舎。トオl司王オ「大通りでは自動車が次から次と到着し、銃を持った日本軍

が自動恵からどやどやと下りてJ(KAIST)

3.曇01は副詞か?接頭辞か?

音。lの扱いが辞書によって異なっていることは前述のとおりであるが、では、
なぜこのように異なって記述されているのかが問題となる。実は、こうした

問題は号。1に担ったことではなく、これまで扱ってきた斗，叫司についても言
えることなのである。

その後、何度かインフォーマントを調査している中に、接頭辞として扱っ

てきた諮であっても、語基との聞にポーズが置かれると、副詞吾唱ヰの縮約

形として意識され、強調の意味として理解されるということがわかった。

方向+強調+に属している動詞は、語基との問にポーズが置かれると、方

向の意味が消え強調の意味として理解されると雷うのである。また、方向十

強調ーに属している動詞の場合も、語基との簡にポーズが置かれると、やは
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り方向の意味は消え、強識の意味として環解されると苦う。

一方、方向一強調十に属する動詞はどうかと雷えば、ポーズを置かない場合、

強調の意味が感じられるのであるが、語基との聞にポーズが霞かれると、さ

らに強調の意味が強まると言う。

このような現象があることが判明したのは昔。1について調査しはじめてか
らのことなので未だ詳細には分析してはいないが、他の形式についても開様

のことが言えそうなので、今後全体的な考察をしなければならないと考えて

いる。

あるいは、適時的に制調音官斗の縮約形吾0]と動詞吾0]ヰの語幹号外とが

合流したために混乱が起きているのではないかとも考えられる。このことも

今後の課題として残しておきたい。

結論

以上、接頭辞号。1について分析してきた。これを通して判明したことを箇
条委きしてまとめると以下の通りである。

1.接頭辞昔。lを「方向J r強輯j さらに対語として寸形が存在するかどう
かという 3つのパラメータについて分析すると、巻末の参考資料のようになる。

それを晃ると、これまで分析した接頭辞叫，寸司と同様、 4つに分類されるが、

1奇形が存在しないもので、方向+強調ーに属する動詞がないことが特徴的で

ある。また、方向一強調+の特徴を有する動詞が多いことがわかるが、対話

として斗形が存在する動調の中には f段る・競るJなどの打撃を表す動詞が

多いのが特徴的である。

2.号。lは諾基の意味に「方向j と「強識Jの意味を付加する機能を持っと
同時に意味を特殊化する機能、また、吾o]"l-ヌl斗のように本来非情物しか主
語として取らなかったものを、有情物をも主語として取れるようにするとい

った文法的な振る舞いもすることがある。

3. r方向」ーの特徴を有する動詞の中に、t1I形が共存する場合、門脇(1997)
でも触れたことがあるが、韓国では寸形が、中間・北朝鮮では号。l形が優勢
らしい。しかし、中には韓国でも号外吋斗のように号。l形が優勢なものもある。
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しかし、例えば2 人の人が壊りあいをするような場合、t.Jl昔~ヰ号。1巷或斗

という具合に、同じ動作を視点を変えて述べるような場合は需方の形が使用

されるようである。この点に関して}ままだよくわからないことが多いのでさ

らに調査する予定である。

4. これまで接頭辞として分析を行ってきた叫.t.Jl吋，号外に関する辞書の記

述が異なることについては前から気になっていたが、号。1に関する調査をし
ている際に、語基との間にポーズを置いた場合と震かない場合とで違いがあ

ることがわかった。つまり、語基との聞にポーズを置くと、音。1は割弱音唱
ヰの縮約形として捉えられ、「強調」の意味だけを付加することになりJ方向j

の意味を付加することはない。このこと註斗についても雷え、語基との簡に

ポーズを置くと副詞唱斗の縮約形として意識されるのである。また、t.Jl司に

ついてはソウル方言には副調形叫唱斗という語はないようだが、全羅道方言

の一部には他の形からの類推形と考えられるt.Jl苦ヰという副詞が使用され、

同様の撮る舞いをするのである。

現在のところ、筆者は副詞吾唱斗の縮約形と動詞号。1斗の語幹著。1とが合
流してそれが次第に接辞北したものではないかと考えているが、さらに調査

を進める必要がある。

最後に、音。lヰまたは噂ヰを後項動詞とする複合動調が存在するかどうか。
また、者。1が前置される派生動詞と苦01ヰ， LS斗が後項動詞として後寵される
複合動詞との関係はどうなっているか、といった点については今回は調査で

きなかった。今後の課題としたい。
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巻末資料

接頭辞1時と対をなす吾0]について同様に成分分析を行った結果を示すと以

下の通りである。

(1)対話としてLH形が存在するもの

l時十

方向+強調+ 方向+強調一 方向一強調十 方向一強調一

他 号。l晋斗 号0]音き1ヰ 号。1若乃ヰ
号。l註ス1ヰ 号。1交じ十 号。1奏斗
差。1曇斗 号。]e1]キヰ 者。]J:1l斗

音。1唱ヰ 号。1e1]ヌ}ヰ1 号。1叶ヰ
号。1場斗 号外λ骨子斗 号外世ヰ

吾0]91斗 苦0]1手今ヰ
号外受ヰ
号外ス.].!三ヰ

吾外務1三斗
号外主要ヰ

号外ヌトヰ1
号。1ヌ1ヰ1
量。1立有斗
号。]Jij~全斗1

自 号外支]ヰ2 苦0]音ヰ 号。1骨斗 号。1吾斗
吾0]叶文1ヰ2 号。1叶き1ヰ

号。1ヌトヰ2
堂。lエ司畏ヰ2

号。l叶え1ヰ1I他姿を見せるj曇0]e1]ヌl斗2I自 照る;透けて見える」
告。1ヌトヰ1I他 離飛ばすJ号。lヌトヰ2I自 満ちるj
号外科ヰ1I他殴る;攻撃するj号外支lヰ2I自 雨などが激しく中に入るJ
号外註ヰ「走るj
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(2)対語として時形が存在しないもの

1-Jl-

方向+強調÷ 方向十強調一 方向一強輯+

他 号。1ロトペヰ 号外万1斗1
号。1受ヰ 号。l汐1♀斗
号外せヰ 号。1瑳ヌ1斗
号01オヰ 堂。1キペヰ1
号。1立トヰ 号。1等科斗

自 堂。1ヌ}ヰ2 号。l汐1斗2a
号。1万lヰ2b
号。1叶ヌ1ヰ
号外字λ1ヰ2

号。1汐1ヰ1r挟める;はめ込むj 号。1汐1ヰ2ar関に入り込む」
号外村ヰ2br (霧・雲・燦などが)立ちこめる」
吾01ギλ1ヰ1rそそのかす;探そうとして引っかき回すj
号。1キペヰ2rずきずき痛むj
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